
昭和３８年８月２３日
第三種郵便物認可 神 奈 川 県 保 険 医 新 聞 （毎月３回５の日発行）（ ） 2025 年 9 月 15 日1 第 2297 号

神奈川県保険医協会会員数（9月9日現在）6,521名（医科：3,951名、歯科：2,570名）

いい医療.com～神奈川県保険医協会ホームページ～ 

http://iiiryou.com/

　

こ
の
度
の
参
議

院
選
挙
で
は
、
野

党
各
党
（
一
部
公

明
党
を
含
む
）
が

消
費
税
減
税
や
社

会
保
険
料
の
引
下

げ
を
繰
り
返
し
主

張
し
た
。
し
か
し
、
日
本
の
社

会
保
障
制
度
は
「
保
険
料
」
に

加
え
て
多
額
の
「
公
費
（
税
）
」

で
成
り
立
ち
、
消
費
税
収
は
制

度
の
安
定
財
源
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
。
政
府
は
消
費

税
収
を
原
則
と
し
て
「
社
会
保

障
４
経
費
」
に
充
当
す
る
と
明

示
し
て
い
る
。
ゆ
え
に
、
減
税

に
よ
る
税
収
減
の
穴
埋
め
策
を

示
さ
な
い
主
張
は
、
社
会
保
障

の
持
続
可
能
性
を
損
な
い
、
最

終
的
な
負
担
を
国
民
に
転
嫁
す

る
危
険
を
孕
む
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
。
社
会
保
障
給
付
費
は

高
齢
化
と
医
療
技
術
の
進
歩
を

背
景
に
増
加
し
て
お
り
、
給
付

と
負
担
の
均
衡
設
計
は
待
っ
た

な
し
で
あ
る
▼
一
方
、
診
療
報

酬
は
マ
イ
ナ
ス
改
定
が
繰
り
返

さ
れ
、
昨
今
の
物
価
上
昇
も
相

ま
っ
て
病
院
経
営
は
悪
化
し
、

２
０
２
３
年
度
は
「
赤
字
病
院

が
過
半
」
に
達
し
、
２
０
２
４

年
改
定
後
の
緊
急
調
査
で
も
経

常
赤
字
が
６１
・
２
％
へ
拡
大
し

た
と
の
報
告
が
あ
る
。
加
え

て
、
２
０
２
４
年
に
医
療
機
関

の
倒
産
（
６４
件
）、
休
廃
業
・

解
散
（
７
２
２
件
）
は
過
去
２０

年
で
最
多
に
達
し
、
２
０
２
５

年
に
か
け
て
大
型
倒
産
も
散
見

さ
れ
る
▼
こ
う
し
た
実
情
の
も

と
で
、
減
税
や
保
険
料
引
下
げ

の
み
を
強
調
し
、
代
替
財
源
・

制
度
設
計
を
示
さ
な
い
議
論

は
、
政
策
エ
ビ
デ
ン
ス
を
欠
く

無
責
任
な
主
張
と
評
価
せ
ざ
る

を
得
な
い
。
持
続
可
能
な
財
源

手
当
と
、
現
場
を
維
持
す
る
診

療
報
酬
体
系
の
再
設
計
が
急
務

で
あ
る
。

（
Ｙ
Ｓ
）

田中麻衣子
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個
別
指
導
時
の
立
会
者
へ
の

対
処
・
改
善
を
要
請

厚
労
省
・
神
奈
川
事
務
所
等
へ
要
請
書
提
出

診
療
側
「
診
療
所
も
経
営
厳
し
い
」

社
保
審
に
て
２４
年
度
調
査
で
反
論

中
医
協
、
診
療
所
の
医
業
利
益
率
プ
ラ
ス
傾
向
と
提
示

　税対経営部は8月4日、経営研究会「安全・安心なクリニック

運営のための防犯対策」を開催。講師はALSOK株式会社川崎支社

営業部・吉崎玲馬氏が務め、WEB・会場合わせて67名が参加した。

　氏は防犯の基本として、▽小さなできごとを見逃さないこ

と、▽院内外の清掃・環境整備を通して医院の管理意識をアピ

ールすること、▽無関心を排除し、一人ひとりが安全意識を持

つこと―を挙げた。また、来院時には顔を見て声がけをし、怪し

いと感じた場合はすぐに事前に決めておいた「合言葉」で周知・共有すること

が重要と説明。早期に外部へ通報するなど冷静な対処を心掛け、金銭の要求に

は大人しく応じ、あくまでも安全確保を最優先にすることを強調した。

　さらに心構えだけでなく防犯グッズや警備サービスも紹介した。例えば、首

掛け型の非常押しボタンは、従業員が各自で所持し問題が発生するとすぐに警

備を呼ぶことができると説明。コンビニなどでは、強盗だけではなく迷惑客へ

の対応として活用されることも少なくないと話した。また、定期的な巡回警備

だけでなく単発の臨時警備も可能なため、クレーム対応など１対１で患者に対

応しなければならない場合にも利用

できると紹介した。

経営研究会経営研究会

プロから学ぶ防犯のコツプロから学ぶ防犯のコツ

活動報告活動報告quick reports

講師の吉崎氏

研
の
２４
年
度
の
診
療
所
経
営
調

査
の
中
間
報
告
を
提
示
。
所
在

地
に
か
か
わ
ら
ず
利
益
率
が
悪

化
し
て
い
る
と
し
、
病
院
同
様

に
「
極
め
て
厳
し
い
環
境
に
あ

る
」
と
主
張
。
基
本
診
療
料
の

大
幅
引
き
上
げ
の
必
要
性
を
説

い
た
。

１８
・
３
％
、
外
科
が
▲
１
・
６

％
と
厳
し
さ
が
浮
き
彫
り
に
な

っ
て
い
る
。

　

日
医
会
長
は
、
９
月
７
日
の

近
畿
医
師
会
連
合
の
定
時
委
員

総
会
の
講
演
で
社
会
保
険
料
引

き
下
げ
等
の
考
え
に
つ
い
て
、

社
会
保
障
に
お
金
が
回
ら
な
く

な
れ
ば
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
が
低

下
し
て
、「
結
局
自
分
で
お
金

を
出
し
て
何
と
か
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
疑
問
を
呈
し
た
。

あ
わ
せ
て
、「
病
院
の
約
７
割

が
赤
字
と
な
っ
て
い
る
が
、
診

療
所
も
４
割
程
度
が
赤
字
」、

「
今
年
は
（
診
療
所
も
）
５
割

く
ら
い
が
赤
字
に
な
る
の
で
は

な
い
か
」
と
予
測
。「
経
営
が

苦
し
い
の
は
病
院
だ
け
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
を
、
も
う
少
し

強
く
訴
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
」
と
し
、
期
中
改
定
を
含
め

て
安
定
的
な
財
源
確
保
を
求
め

て
い
く
考
え
を
示
し
た
。

　

な
お
、
日
医
は
５
月
に
診
療

所
の
緊
急
経
営
調
査
を
実
施
し

て
お
り
、
８
月
半
ば
～
９
月
上

旬
に
報
告
予
定
と
し
て
い
る
。

に
つ
い
て
は
、
医
療
指
導
監
査

業
務
等
実
施
要
領
（
指
導
編
）

で
「
立
会
者
は
、
指
導
を
実
施

し
て
い
る
机
等
か
ら
離
し
、
指

導
内
容
が
十
分
聞
き
取
れ
る
位

置
に
着
席
し
、
指
導
が
行
わ
れ

て
い
る
間
は
、
行
政
側
又
は
保

険
医
療
機
関
等
側
の
い
ず
れ
か

に
偏
っ
た
位
置
と
な
る
こ
と
の

な
い
よ
う
配
慮
す
る
」、「
行
政

側
か
ら
の
要
請
が
な
い
限
り
発

言
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と

規
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

神
奈
川
に
お
け
る
歯
科
個
別
指

導
で
の
立
会
者
の
振
る
舞
い

は
、
同
要
領
の
規
定
（
学
識
経

験
者
の
立
会
）
か
ら
大
き
く
逸

脱
し
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
と
し
て
要
請
書
の
提
出
に

至
っ
た
。

　

な
お
、
９
月
１
日
に
は
同
神

奈
川
事
務
所
か
ら
当
会
へ
口
頭

で
、「
（
要
請
書
を
受
け
て
）
立

会
者
に
話
し
ま
し
た
」
と
の
旨

の
回
答
が
あ
っ
た
。

　

個
別
指
導
の
場
に
は
、
学
識

経
験
者
の
立
ち
会
い
が
指
導
大

綱
に
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ

の
間
、
歯
科
の
個
別
指
導
（
新

規
含
む
）
で
は
、
当
会
会
員
医

療
機
関
か
ら
一
部
の
立
会
者
に

つ
い
て
「
指
導
時
に
威
圧
的
な

発
言
が
あ
っ
た
」、「
見
下
す
よ

う
な
発
言
を
浴
び
せ
ら
れ
た
」、

「
不
躾
な
発
言
が
あ
っ
た
」
等

の
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い

た
。
さ
ら
に
個
別
指
導
に
帯
同

し
た
当
会
顧
問
弁
護
士
か
ら

も
、「
一
部
の
立
会
者
が
会
場

内
を
歩
き
回
っ
て
い
る
。
突
然

指
導
に
割
り
込
ん
で
、
あ
た
か

も
指
導
医
療
官
の
よ
う
に
振
る

舞
っ
て
い
た
」
と
の
報
告
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
神

奈
川
に
お
け
る
医
科
個
別
指
導

（
新
規
）
で
は
、
立
会
者
は
ほ

ぼ
着
席
し
て
い
る
模
様
だ
。

　

個
別
指
導
に
お
け
る
立
会
者

　

神
奈
川
県
保
険
医
協
会
は
８

月
２６
日
付
で
厚
労
省
・
関
東
信

越
厚
生
局
・
同
神
奈
川
事
務
所

へ
要
請
書
を
提
出
。
医
療
指
導

監
査
業
務
等
実
施
要
領
（
指
導

編
）
に
規
定
す
る
「
立
会
者
と

し
て
不
適
切
な
行
動
又
は
発
言

を
行
い
、
指
導
の
進
行
に
支
障

を
来
す
場
合
は
、
直
ち
に
立
会

者
に
対
し
注
意
し
是
正
を
求
め

る
」
に
則
り
、
行
政
と
し
て
立

会
者
の
言
動
等
に
対
し
て
厳
正

に
対
処
・
改
善
す
る
こ
と
を
求

め
た
。

て
い
る
。
さ
ら
に
、
資
金
繰
り

の
改
善
策
と
し
て
活
用
さ
れ

る
、
診
療
報
酬
債
権
の
譲
渡
（
フ

ァ
ク
タ
リ
ン
グ
）
の
件
数
が
２３

年
度
か
ら
２４
年
度
に
か
け
て
増

加
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
２
０
１
９
～
２３
年
度

ま
で
の
５
年
間
は
１
千
７
０
０

件
前
後
で
推
移
し
て
い
た
が
、

２４
年
度
に
は
１
千
８
８
７
件
へ

１
割
程
度
、
増
え
て
い
る
。

　

な
お
、
診
療
報
酬
の
基
本
方

針
策
定
へ
議
論
を
始
め
た
、
翌

週
９
月
４
日
の
社
保
審
・
医
療

部
会
で
は
、
診
療
側
が
日
医
総

内
科
、
小
児
科
、

外
科
の
厳
し
さ

浮
き
彫
り

　

厚
労
省
は
８
月
２９
日
、
２
０

２
４
年
度
の
医
療
費
の
動
向
を

公
表
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

概
算
医
療
費
は
前
年
度
比
１
・

５
％
増
加
の
４８
・
０
兆
円
で
、

過
去
最
高
。
診
療
種
類
別
に
み

る
と
、
医
科
入
院
が
１９
・
２
兆

円
（
前
年
度
比
＋
２
・
７
％
）、

医
科
外
来
が
１６
・
３
兆
円
（
同

▲
０
・
９
％
）、
歯
科
が
３
・

４
兆
円
（
同
＋
３
・
４
％
）
と

な
っ
た
。
医
療
費
の
伸
び
率
を

１
診
療
所
当
た
り
の
診
療
科
別

に
み
る
と
、
医
科
診
療
所
は
▲

１
・
６
％
、
と
り
わ
け
内
科
が

▲
２
・
６
％
、
小
児
科
は
▲

歯科

保険医年金 【2026年1月1日加入】

→ 2024 年 度 は 予 定 利 率
（1.202%）に配当（0.112%）の
上乗せがあり、 合計 1.314%合計 1.314%
での運用実績となりました *1

申込受付開始申込受付開始
（10月25日受付〆切）（10月25日受付〆切）

9月1日より予定利率が

1.225％に上昇1.225％1.225％に上昇に上昇

9月1日より予定利率が9月1日より予定利率が

に上昇に上昇

　投資にはない堅実性が魅力です。確実な老後資金の準備や資産運
用の分散投資先としてもおススメです︕引退後に年金として受け取る
ことはもちろん、一時金として一括受取または部分解約も可能です*2。
*1 配当金は前年度決算実績によるため、支払いが約束されるものではございません。

*2 短期間で解約した場合は積立金額が掛金額を下回る場合がございます。

●制度の詳細はパンフレットをご覧ください。
●資料請求・お申込希望の方は共済部(TEL:045-313-2111)
　または右のQRコードからお問合せください。

　

８
月
２７
日
の
中
医
協
で
は
、

「
医
療
機
関
等
を
取
り
巻
く
状

況
に
つ
い
て
」
を
議
論
し
た
。

２３
年
度
の
病
院
の
医
業
利
益
率

が
平
均
▲
０
・
７
％
だ
っ
た
の

に
対
し
て
、
医
科
診
療
所
は
＋

６
・
９
％
、
歯
科
診
療
所
は
＋

４
・
１
％
の
プ
ラ
ス
だ
っ
た
こ

と
を
引
き
合
い
に
、
支
払
側
は

２６
年
度
改
定
で
は
診
療
所
財
源

を
病
院
へ
移
転
す
る
対
応
を
求

め
た
。
こ
れ
に
対
し
診
療
側
は

「
診
療
所
も
厳
し
い
」
と
反
論

し
、
大
幅
で
早
急
な
支
援
の
必

要
性
を
説
い
た
。

　

同
日
に
提
示
さ
れ
た
資
料
に

よ
る
と
、
医
業
利
益
の
黒
字
／

赤
字
割
合
は
病
院
の
５５
・
２
％

が
赤
字
。
し
か
し
医
科
診
療
所

も
３３
・
４
％
、
歯
科
診
療
所
は

４２
・
３
％
が
赤
字
と
提
示
さ
れ

　
次
期
診
療
報
酬
改
定
に
向
け
、中
医
協
と
社
保
審
で
議
論
が
始
ま
っ
て
い
る
。

２
０
２
３
年
度
の
厚
労
省
調
査
結
果
を
基
に「
診
療
所
の
医
業
利
益
率
は
プ
ラ

ス
傾
向
」な
ど
と
す
る
支
払
側
に
対
し
、診
療
側
は
２４
年
度
の
日
医
総
研
の
調
査

な
ど
で
診
療
所
経
営
の
窮
状
を
主
張
。厚
労
省
が
公
表
し
た
、２４
年
度
の
医
療
費

動
向
に
お
い
て
も
医
療
機
関
経
営
の
厳
し
さ
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
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日
本
の
医
療
、
皆
保
険
制

度
は
い
ま
、
か
つ
て
な
い
岐

路
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。
医

院
経
営
は
２４
年
度
改
定
に
よ

る
診
療
報
酬
の
大
幅
減
に
加

え
、
こ
の
間
の
物
価
上
昇
等

に
よ
り
急
激
に
悪
化
。
各
医

療
団
体
や
全
国
知
事
会
等
か

ら
は
、
次
回
改
定
を
待
た
ず

早
急
な
「
期
中
改
定
」
の
実
施

が
叫
ば
れ
て
い
る
。
国
民
の

実
質
賃
金
も
減
少
し
、
９
月

末
に
は
後
期
高
齢
者
の
窓
口

負
担
２
割
負
担
者
へ
の
「
配

慮
措
置
」
も
期
限
を
迎
え
る
。

さ
ら
に
秋
か
ら
政
府
の
方
で

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
外
し

が
議
論
さ
れ
る
な
ど
、
国
民

か
ら
医
療
が
遠
ざ
け
ら
れ
よ

う
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
医
療
・

健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
２６

回
目
を
迎
え
、
１０
月
１９
日

（
日
）
１３
時
か
ら
「
横
浜
そ

ご
う
」
前
の
新
都
市
プ
ラ
ザ

で
開
催
す
る
。
「
お
金
の
心

配
な
く
、
安
心
し
て
医
療
に

か
か
れ
る
社
会
へ
」
を
キ
ャ

ッ
チ
コ
ピ
ー
に
、
医
療
問
題

の
県
民
・
市
民
へ
の
啓
発
に

努
め
る
。

　

企
画
と
し
て
は
、
例
年
の

医
科
・
歯
科
の
健
康
相
談
に

加
え
、
県
栄
養
士
会
の
協
力

に
よ
る
「
栄
養
相
談
」
を
初

め
て
実
施
し
、
幅
広
い
市
民

か
ら
の
相
談
・
要
望
に
対
応

す
る
。
ま
た
Ｋ
ア
リ
ー
ナ
が

で
き
た
こ
と
で
、
従
来
よ
り

も
若
い
層
の
人
通
り
が
増
え

て
お
り
、
「
健
康
イ
ベ
ン
ト
」

の
要
素
を
取
り
入
れ
る
。
幅

広
い
世
代
が
関
心
を
寄
せ
る

「
肌
年
齢
測
定
」
の
実
施
や
、

子
ど
も
を
連
れ
た
フ
ァ
ミ
リ

ー
層
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た

「
ち
び
っ
こ
写
真
館
」
も
開

設
す
る
。
ま
た
市
民
へ
の
啓

発
目
的
で
、
例
年
の
「
窓
口

負
担
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
加
え

て
、
保
険
証
に
関
す
る
質
問
、

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
外
し

の
問
題
な
ど
の
設
問
を
立
て

る
。
こ
れ
ら
の
問
題
・
課
題

に
対
応
で
き
る
「
相
談
ブ
ー

ス
」
も
設
置
し
、
市
民
か
ら

の
切
実
な
声
に
も
対
応
し
た

い
。

　

マ
イ
ナ
保
険
証
の
一
本
化

を
巡
る
問
題
で
は
、
７
月
末

に
多
く
の
国
民
健
康
保
険
や

後
期
高
齢
者
の
保
険
証
が
有

効
期
限
を
迎
え
た
。
厚
労
省

は
「
超
法
規
的
措
置
」
と
し

て
、
有
効
期
限
切
れ
で
も
翌

年
３
月
末
ま
で
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
の
照
会
が
前
提
で

使
用
可
能
と
し
た
が
、
行
き

当
た
り
ば
っ
た
り
の
対
応
で

医
療
現
場
に
丸
投
げ
状
態
で

あ
る
。
「
高
額
療
養
費
」
の

上
限
負
担
額
の
引
き
上
げ
も

未
だ
決
着
し
て
い
な
い
。
ま

た
マ
イ
ナ
保
険
証
の
使
用
率

は
未
だ
３
割
と
支
持
を
得
ら

れ
て
お
ら
ず
、
当
然
な
が
ら

市
民
の
不
安
は
大
き
い
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
あ

る
か
ら
こ
そ
、
先
生
方
に
は

診
療
室
を
飛
び
出
し
て
、
市

民
と
の
対
話
の
機
会
と
な
る

「
医
療
・
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
に
積
極
的
に
ご
参
加

い
た
だ
き
た
い
。

市
民
と
の
対
話
・
健
康
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
、

日
本
の
医
療
に〝
希
望
〟を
！

医
療
・
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

ご
参
加
を

第
３２
期
第
４
回
理
事
会
　
８
月
２８
日
（
木
）

〈
役
員
２９
名
、出
席
２５
名
（
う
ち
Ｗ
Ｅ
Ｂ
７
名
）〉

を
ど
う
展
開
す
る
か
等
を
ポ

イ
ン
ト
に
議
論
を
行
っ
た
。

　

▽
参
議
院
選
挙
で
当
選
さ

れ
た
神
奈
川
選
挙
区
議
員
４

名
を
祝
意
訪
問
し
、
今
後
に

向
け
た
懇
談
要
請
を
行
っ
た

こ
と
、
▽
診
療
所
の
経
常
利

【
議
長
報
告
】

　

物
価
上
昇
に
よ
り
医
療
機

関
の
経
営
と
地
域
医
療
が
危

機
的
な
状
況
に
あ
り
、
診
療

報
酬
の
期
中
改
定
及
び
２
０

２
６
年
度
改
定
に
向
け
大
幅

な
引
き
上
げ
を
求
め
る
運
動

益
率
の
最
頻
が
病
院
よ
り
悪

く
医
療
費
は
保
険
料
と
税
金

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
医
療

費
財
源
が
痩
せ
細
る
と
医
療

危
機
が
深
刻
化
す
る
こ
と
、

▽
県
政
の
次
年
度
予
算
要
望

ヒ
ア
リ
ン
グ
に
つ
い
て
各
党

会
派
と
懇
談
を
行
い
、
６
項

目
の
要
求
を
行
っ
た
こ
と
、

▽
医
療
活
動
と
し
て
「
歯
初

診
」
施
設
基
準
研
修
会
で
８

名
が
入
会
し
た
こ
と
、
▽
８

月
以
降
も
有
効
期
限
切
れ
の

保
険
証
で
オ
ン
資
照
会
が
使

用
可
能
で
あ
る
取
り
扱
い
を

Ｆ
Ａ
Ｘ
ニ
ュ
ー
ス
で
配
信
し

た
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ

た
。
ま
た
当
面
の
医
療
運
動

の
中
で
、
社
会
保
障
の
原
点

に
戻
る
こ
と
が
窓
口
負
担

「
ゼ
ロ
の
会
」
の
趣
旨
で
あ

る
と
の
認
識
を
確
認
し
た
。

２６
年
度
新
点
数
研
究
会
の

日
程
、
第
３２
期
執
行
体
制
の

確
認
、
臨
時
評
議
員
会
、
次

回
の
定
時
総
会
・
記
念
講
演

を
検
討
し
閉
会
と
な
っ
た
。

（
議
長
・
山
本
○医
）

臨
床
懇
話
会

若
年
性
線
維
筋
痛
症
の

病
態
と
不
登
校
に
つ
い
て

し
く
観
察
す
る
こ
と
で
、
こ
れ

ら
の
症
状
を
①
自
律
神
経
内
分

泌
系
障
害
、
②
感
覚
器
過
敏
障

害
、
③
歩
行
運
動
器
障
害
、
④

情
動
認
知
障
害
、
⑤
体
性
リ
ズ

ム
障
害
に
５
分
類
す
る
こ
と
が

で
き
、
こ
の
①
～
⑤
を
統
括
す

る
脳
部
位
が
間
脳
、
即
ち
〈
視

床
‐
視
床
下
部
‐
下
垂
体
〉
と

特
定
さ
れ
、
実
際
、
特
殊
な
画

像
検
査
で
こ
の
部
位
に
炎
症
病

巣
が
検
出
さ
れ
る
こ
と
が
判
明

し
た
。
原
因
検
索
は
こ
れ
か
ら

で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
児
童

生
徒
が
増
加
し
て
い
る
現
在
、

医
療
・
教
育
界
は
早
急
に
対
応

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
。

講師の横田氏

し
て
い
く
疾
患
で
あ
る
。
特
徴

的
な
１８
圧
痛
点
の
検
出
と
全
身

筋
の
硬
化
・
圧
痛
を
検
出
す
る

こ
と
で
診
断
さ
れ
る
。

　

一
般
的
な
血
液
検
査
や
画
像

検
査
は
正
常
で
あ
り
、
症
状
が

き
わ
め
て
多
彩
で
あ
る
が
故

に
、
診
断
に
戸
惑
う
こ
と
も
あ

っ
た
が
、
諸
症
状
の
経
過
を
詳

疾
患
で
あ
り
、
文
科
省
の
不
登

校
の
原
因
に
も
盛
り
込
ま
れ
て

お
ら
ず
、
今
後
全
国
的
な
調
査

が
必
須
で
あ
ろ
う
。
わ
が
国
で

は
医
療
界
に
お
い
て
も
本
症
は

な
か
な
か
扱
わ
れ
る
こ
と
の
少

な
い
疾
患
で
あ
り
、
従
っ
て
、

学
校
関
係
者
に
も
知
ら
れ
て
い

な
い
疾
患
で
あ
る
。
一
方
、
欧

米
で
は
す
で
に
１
９
９
０
年
頃

か
ら
小
児
の
健
康
を
脅
か
す
病

態
「
慢
性
疼
痛
」
と
し
て
調
査
・

研
究
部
は
６
月
１４
日
、
臨
床

懇
話
会
を
協
会
会
議
室
と
Ｗ
Ｅ

Ｂ
併
用
で
開
催
。
湘
南
よ
こ
た

医
院

院
長
・
横
田
俊
平
氏
が

講
演
し
、
６２
名
が
参
加
し
た
。

事
後
抄
録
を
掲
載
す
る
。

　

文
科
省
報
告
に
よ
る
と
、
２

０
２
３
年
度
に
３０
日
以
上
登
校

が
叶
わ
な
か
っ
た
児
童
生
徒

は
、
全
国
で
約
３５
万
人
に
達
す

る
。
御
殿
場
市
で
新
規
に
開
設

し
た
「
小
児
難
病
セ
ン
タ
ー
」

に
私
が
勤
務
し
た
と
こ
ろ
、
多

く
の
不
登
校
児
の
受
診
が
あ

り
、
そ
の
約
半
数
が
若
年
性
線

維
筋
痛
症
と
診
断
さ
れ
た
。
本

症
は
一
見
健
康
そ
う
に
見
え
る

対
応
が
実
施
さ
れ
て
き
た
。

　

本
症
は
、
１０
歳
以
降
に
罹
患

者
が
急
増
す
る
疾
患
で
、
全
身
、

特
に
後
頚
部
・
僧
帽
筋
‐
背
部

‐
腰
部
‐
臀
部
‐
大
腿
・
下
腿

背
面
の
抗
重
力
筋
の
過
緊
張
・

硬
化
・
疼
痛
、
慢
性
頭
痛
、
昼

夜
逆
転
と
な
る
睡
眠
障
害
な
ど

に
、
怠
さ
・
労
作
後
疲
労
、
眩

暈
・
立
ち
眩
み
、
腹
痛
・
摂
食

不
良
、
心
臓
痛
・
動
悸
・
息
苦

し
さ
、
生
理
異
常
・
反
応
性
低

血
糖
症
な
ど
の
自
律
神
経
内
分

泌
系
障
害
、
光
・
音
・
臭
い
な

ど
の
感
覚
過
敏
症
、
膝
折
れ
・

脱
力
・
不
随
意
運
動
、
不
安
感
・

抑
う
つ
傾
向
、
物
忘
れ
等
、
多

彩
な
症
状
が
出
現
し
、
重
層
化

最
低
賃
金
１
千
２
２
５
円
へ

最
低
賃
金
１
千
２
２
５
円
へ

引
き
上
げ

引
き
上
げ

迅
速
な
対
応
を

迅
速
な
対
応
を

【
労
務
編
】

今
年
も
最
低
賃
金
の
引
上
げ

が
１０
月
４
日
か
ら
実
施
と
な
り

ま
す
。
前
年
に
引
き
続
き
、
神

奈
川
県
は
１
千
２
２
５
円
（
前

年
比
＋
６３
円
）
と
大
幅
な
引
き

上
げ
と
な
り
ま
し
た
。

（
Ｑ
１
）
当
院
の
給
与
は
毎
月

１５
日
締
め
・
２５
日
払
い
と
し
て

い
ま
す
。
「
時
給
制
」
の
職
員

に
は
こ
れ
ま
で
の
最
低
賃
金

（
１
千
１
６
２
円
）
で
支
払
っ

て
い
ま
し
た
が
、
１０
月
４
日
以

降
の
労
働
分
の
み
新
し
い
最
低

賃
金
額
（
１
千
２
２
５
円
）
以

上
で
計
算
し
て
支
払
う
必
要
が

あ
り
ま
す
か
。

（
Ａ
１
）
そ
の
通
り
で
す
。
最

低
賃
金
の
改
定
日
（
２
０
２
５

年
は
１０
月
４
日
）
以
降
は
最
低

賃
金
以
上
の
賃
金
を
支
払
う
必

要
が
あ
り
、
対
応
し
て
い
な
い

と
罰
金
が
科
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
（
最
低
賃
金
法
第
４０

条
）
。
こ
の
場
合
、
９
月
１６
日

～
１０
月
３
日
は
従
来
の
賃
金

（
１
千
１
６
２
円
）
で
す
が
、

１０
月
４
日
～
１５
日
は
最
低
賃
金

（
１
千
２
２
５
円
）
以
上
の
賃

金
を
支
払
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。

（
Ｑ
２
）
職
員
の
う
ち「
月
給
制
」

の
職
員
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ

う
に
最
低
賃
金
の
水
準
を
ク
リ

ア
し
て
い
る
か
ど
う
か
み
れ
ば

い
い
で
し
ょ
う
か
。

（
Ａ
２
）
「
月
給
制
」
の
職
員
の

賃
金
が
最
低
賃
金
額
の
水
準
を

満
た
し
て
い
る
か
確
認
す
る
た

め
に
は
、
ま
ず
最
低
賃
金
の
対

象
と
な
る
月
給
（
賃
金
）
を
時

間
額
に
し
て
、
適
用
さ
れ
る
最

低
賃
金
額
（
１
千
２
２
５
円
）

を
比
較
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

次
の
計
算
式
を
使
っ
て
比
較
し

て
く
だ
さ
い
。「
月
給
÷
１
カ

月
の
月
平
均
所
定
労
働
時
間
＝

時
間
額≧

最
低
賃
金
額
（
１

千
２
２
５
円
）」

　

な
お
、
最
低
賃
金
額
と
比
較

す
る
際
の
月
給
（
賃
金
）
に
は
、

①
精
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
及

び
家
族
手
当
、
②
割
増
賃
金
（
時

間
外
労
働
手
当
、
休
日
労
働
手

当
、
深
夜
労
働
手
当
）
、
③
賞

与
な
ど
１
カ
月
を
超
え
る
期
間

ご
と
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
、
④

結
婚
手
当
―
な
ど
臨
時
に
支
払

わ
れ
る
賃
金
は
含
め
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◇

　

政
府
が
「
２
０
２
０
年
代
に

は
地
域
別
最
低
賃
金
を
全
国
平

均
１
千
５
０
０
円
以
上
へ
引
き

上
げ
る
」
と
い
う
具
体
的
な
方

針
を
示
し
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
今
後
も
大
幅
な
最
低
賃
金

引
き
上
げ
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

最
低
賃
金
は
、
毎
年
８
月
ご

ろ
に
確
定
す
る
た
め
、
来
年
以

降
も
早
め
に
該
当
者
の
点
検
・

準
備
を
進
め
て
く
だ
さ
い
。

事後抄録

保険医新聞保険医新聞
ホームページからホームページから
読めます読めます

　過去の保険医新聞を
協会ホームページでもご
覧いただけます。 最新
号は会員の先生のお手
元に届く頃にアップロード
予定です。 お問合せは
新 聞 部（ ℡ 045-313-
2111）まで。

※ ログインの際は、 会員に公
開しているユーザー名、 パ
スワードの入力が必要となり
ます

児童虐待防止児童虐待防止へ、医療機関の第一歩
子育て支援リーフレット（無料）、注文受付中

　児童虐待による死亡事例件数が今なお増加の一途をた

どっており、問題が深刻化しています。医療機関として

児童虐待防止へ踏み出せる第一歩は、子育てに悩むお母

さんを支援窓口に「つなぐ」こと、不審な外傷が多い子

どもなどの“気になる親子”を児童相談所へ「つなぐ」

ことではないでしょうか。

　「子育て支援リーフレット」には、気軽に相談できる子育

て支援センターなどの相談窓口一覧を掲載しています。

　待合室に置きやすいB5の3つ折りサイズで、誰もが手に取

りやすいように「お母さん、ひとりで悩まないで」と書かれています。作成当

初より繰り返しご注文いただいている先生方も県内各地におられます。

　ぜひ、窓口での配布にご協力をお願い致します。

　ご注文は地域医療対策部まで（ ℡ 045‐313‐2111）。
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こ
の
た
び
事
務
局
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。
身
に
余

る
重
責
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

地
域
医
療
を
守
る
先
生
方
の

お
力
に
な
れ
る
よ
う
、
精
一

杯
の
努
力
を
し
て
ま
い
る
所

存
で
す
。

　

２
０
０
４
年
の
入
局
当
初
、

患
者
と
し
て
し
か
知
ら
な
か

っ
た
医
師
・
歯
科
医
師
の
先

生
方
が
、
地
域
に
暮
ら
す
人
々

の
健
や
か
な
生
活
を
願
い
、

精
力
的
に
活
動
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
初
め
て
知
り
、
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。

　

地
域
医
療
対
策
部
を
長
く

担
当
し
、
保
険
診
療
対
策
部

（
医
科
）
、
医
療
運
動
部
会
を

事務局長に事務局長に
就任して就任して
田中　麻衣子

担
当
し
ま
し
た
。
地
域
医
療
対

策
部
で
は
、
在
宅
医
療
、
介
護

保
険
、
健
（
検
）
診
事
業
、
予
防

接
種
、
児
童
虐
待
等
の
様
々
な

分
野
で
、
改
善
を
求
め
奔
走
す

る
先
生
方
と
の
出
会
い
が
あ
り

ま
し
た
。

　

医
院
経
営
は
か
つ
て
な
い
厳

し
い
局
面
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま

す
。
若
返
っ
た
事
務
局
一
同
、

保
険
医
協
会
の
歴
史
を
学
び
継

承
し
つ
つ
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
等

既
存
の
手
法
に
と
ら
わ
れ
な
い

活
動
ス
タ
イ
ル
も
積
極
的
に
取

り
入
れ
な
が
ら
先
生
方
の
ご
期

待
に
応
え
、
協
会
の
発
展
に
尽

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　文化部は6月21日、横浜市西地区センターにて「みんなの料理教室」

を開催。本教室は、従来の「男の料理教室」から名称を変更して初めて

の開催となった。参加者は夫婦4組を含む男性4名、女性9名の合計13名。

参加者の層に広がりが見られるなど早速の成果が得られた。

　講師には、イタリア留学経験を持つオペラ歌手で、料理研究家の細見

涼子氏を前回に引き続き迎えた。今回のメニューは“ピーマンとトマト

のコンキリエ”と“鶏肉のオリーブ煮込みレモン風味”。参加者は4つの

班に分かれ、約2時間にわたり和気あいあいと調理を楽しんだ。夏らしく

爽やかながら、バジルやタイムが香る複雑な味わいの2皿となった。

ピーマンとトマト
のコンキリエ

【材料4人前】

コンキリエ250g、
赤パプリカ1個、
ピーマン3個、ミ
ニトマト12個、
ア ン チ ョ ビ10
枚、にんにく1片、塩・胡椒・オリーブオイル適量

【作り方】

① アンチョビ・にんにくはみじん切り。赤パプリ
カ・ピーマンはへたと種を取って細切りにし、
さらに細かい角切りにする。ミニトマトは2等分。

② 大鍋でコンキリエを茹でる。別のフライパンにオリー
ブオイルを熱し、にんにくを香りよく炒める。アンチ
ョビを加えて混ぜ、さらに赤パプリカを加えて炒め
る。ピーマン・ミニトマトを加えてさっと火を通す。

③ コンキリエが茹で上がったら、茹で汁1匙とと
もに②のソースへ混ぜ、塩・胡椒で味を整える。

＊次回開催は12月ごろを予定しています！

鶏肉のオリーブ煮込みレモン風味

【材料4人前】

骨付き鶏もも肉大4本（下味：しょうが1片、レモン1個、タイム2～3本、塩・粗
びき胡椒少々、オリーブオイル大さじ2）、オリーブオイル大さじ2、小玉ねぎ
12個、にんにく1片、セロリ1本、白ワイン200cc、Ａ（レーズン20g、グリーン
オリーブ100g、ケッパー大さじ1、ローリエ2枚）、チキンブイヨンキューブ1
個、湯150cc、ハチミツ小さじ2、塩・胡椒・タイム適量

【作り方】

① しょうがは千切りし、レモン1/2個分は輪切りに、残りのレモン1/2個分で絞り汁を作る。
② 鶏肉は関節に包丁を入れて半分に切る。厚手のポリ袋に下味（オリーブオイル以外）の材料を混ぜ合わせ、
鶏肉を加えてなじむまでよく揉む。オリーブオイルを加えて更に揉みこみ、30分ほど冷蔵庫で漬け込む。

③小玉ねぎは皮をむき、セロリは3cm幅に切る。
④ フライパンにオリーブオイルを熱し、②の鶏肉を強めの中火で両面が薄く色づくまで焼く。焼いたら厚手
の鍋に移し、②の下味の付け汁を加える。

⑤ 先ほどのフライパンに小玉ねぎを入れて強火の中火で炒める。薄く色づいたらにんにく・セロリを加えて
しんなりするまで炒め、汁ごと④の鍋に移す。

⑥ フライパンに白ワインを入れて強火で熱してアルコール分を飛ばし、④の鍋に移す。
⑦ ④の鍋にＡ・チキンブイヨン・湯を加え、軽く塩・胡椒をしてフタをずらして乗せて、弱火で30～40分煮込む。
⑧ 鶏肉を取り出して器に盛る。鍋の残った煮汁にハチミツを加えて強めの中火で煮詰め、塩・胡椒で味を整
え鶏肉にかけてタイムを飾る。

　西地区センターの調理台4卓は、職人気質で物

静かな印象の紳士方と、おおらかなマンマで満員。

　自己紹介もそこそこに、料理室はシチリア家

庭料理を提供する「リストランテ」のキッチン

さながらへと変貌。鍋から噴き漏れる、レモンの香り。てんてこ舞いの2

時間が経過し、出来映えは豪華、皆さん打ち解けながらいただきます！メ

インの鶏もも肉は、オリーブ油が浸みても弛緩することなく、レモンの酸

で引き締まる。丸っこい小さなタマネギは、レーズン、ケッパー、自家栽

培のタイム、肉汁をたっぷり吸って、これだけで御馳走である。

　もう一皿はパスタの一種で、どこかで皆1度は目にした記憶のある「コ

ンキリエ」。巻き貝の形をしていて、その内部に、アンチョビとピーマン

などが下の層のムースと共に絡まる。塩気、うまみとほ

ろ苦さが絶妙に混ざりあい、飽きることがない。ワイン

を合わすとしたら「インソリア」か。余興で、オペラの

一節のアカペラを生で聴けて最高！グラッツェ！

爽やか爽やかレモンレモンとと“夏”“夏”パスタパスタ

み
・ ・ ・

んなの

料理教室

本当は秘密にしておきたい

美味しすぎる料理教室
横浜市南区 山之井　千尋

ご
夫
婦
で
仲
良
く
参
加

理事に就任して理事に就任して
大和市　小柳　光仁

　

私
は
昭
和
６１
年
に
目
白
に

あ
る
獨
協
高
等
学
校
を
卒
業

し
、
北
里
大
学
医
学
部
を
平

成
４
年
に
卒
業
し
、
北
里
大

学
内
科
学
Ｉ

消
化
器
内
科
に

入
局
し
ま
し
た
。
大
学
病
院

で
の
研
修
修
了
後
、
平
塚
共

済
病
院
消
化
器
内
科
に
出
向

し
、
本
来
は
母
校
の
大
学
病

院
に
戻
る
は
ず
で
し
た
が
自

分
な
り
に
学
び
た
い
と
い
う

新
た
な
目
標
が
芽
生
え
、
外

様
で
他
流
試
合
を
す
る
覚
悟
の

上
に
、
臨
床
の
側
か
ら
の
基
礎

研
究
を
し
て
消
化
器
病
を
深
め

た
い
と
い
う
念
に
か
ら
れ
他
の

大
学
の
門
を
叩
き
ま
し
た
。
こ

の
た
め
平
成
７
年
に
帝
京
大
学

第
三
内
科
消
化
器
内
科
に
入
局

し
大
学
院
博
士
過
程
に
て
研
究

を
し
ま
し
た
。
平
成
１５
年
に
大

和
市
で
開
業
し
今
日
に
至
り
ま

す
。

　

そ
し
て
、
保
険
医
協
会
で
は
、

約
四
年
程
評
議
員
と
し
て
、
医

療
運
動
部
会
に
所
属
し
国
会
訪

問
に
で
き
る
限
り
参
加
し
色
々

な
こ
と
が
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　

考
え
て
み
る
と
、
や
は
りevi

dence 
を
求
め
る
診
療
の
大
事

さ
を
痛
感
し
た
経
験
は
、
物
事

を
論
理
的
に
考
え
る
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
、

evidence 

を
求
め
診
療
を
す
る

姿
勢
と
同
じ
謙
虚
な
姿
勢
で
学

び
活
動
し
て
い
き
た
い
で
す
。

新役員のご紹介
　6月15日の第70回定時総会で第32期の役員が選

出された。新たに理事に就任した小柳先生と、

田中事務局長に抱負を述べていただいた。
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9月19日(金)午後7時30分～

横

須

賀

支

部

研

究

会

　

「
先
ず
過
去
３０
年
以
上
日
本
が
失
敗
し
て
き
た
政
策
（
プ

ラ
ン
Ａ
と
呼
ぶ
）
と
、
私
が
提
言
す
る
『
プ
ラ
ン
Ｂ
』
を

比
較
し
ま
す
。
２
０
２
５
年
初
頭
か
ら
大
き
な
転
換
を
迎

え
た
国
際
情
勢
の
下
で
、
『
プ
ラ
ン
Ｂ
』
の
重
要
性
が
一

段
と
高
ま
っ
た
理
由
を
説
明
し
ま
す
。
」

―
昨
年
（
２

０
２
４
年
）
の
総
会
で
大
好
評
だ
っ
た
講
演
を
ア
ン
コ
ー

ル
開
催
し
ま
す
！
第
一
線
で
活
躍
す
る
医
療
経
済
学
者
・

兪
氏
が
提
唱
す
る
「
日
本
再
生
プ
ラ
ン
Ｂ
」
と
は
？
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ
　
横
須
賀
市
産
業
交
流
プ
ラ
ザ

（
第
１
会
議
室
）
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
新
た
な
国
際
情
勢
下
の

『
プ
ラ
ン
Ｂ
』」

講
　
師
　
早
稲
田
大
学

人
間
科
学
学
術
院

　
　
　
　
健
康
福
祉
学
科
教
授
（
医
療
経
済
学
）

　
　
　
　
神
奈
川
県
立
保
健
福
祉
大
学

　
　
　
　
大
学
院
ヘ
ル
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科
教
授

兪ゆ

う

炳
へ
い
き
ょ
う匡

氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
横
須
賀
市
産
業
交
流
プ
ラ
ザ
（
第
１
会
議
室
）

：

定
員
５
名
（
事
前
申
込
み
必
須
）

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

※
講
師
は
オ
ン
ラ
イ
ン
か
ら
講
演
し
ま
す
。

※
参
考
図
書

：『
日
本
再
生
の
た
め
の「
プ
ラ
ン
Ｂ
」

医
療
経
済
学
に
よ
る
所
得
倍
増
計
画
』（
集
英
社
新
書
）

兪

炳
匡（
著
）

お
申
込
み
　
横
須
賀
支
部

会場参加のお申込み・お問合せは、協会事務局（℡：045-313-2111）までご連絡ください

研究会研究会
案内案内

WEB参加の申込みは、協会
HP「いい医療ドットコム」
のイベントカレンダーから
もできます。「神奈川県保
険医協会」で検索を！

神奈川県保険医協会※  研究会に会場参加の際は、マスク着用・手指の消毒等の感染症対策にご協力ください。また発熱症
状等がある場合は参加をお控えください。　　　　　　　　　　※ 必ず事前にお申込みください。

※新型コロナウイルス感染拡大や天災等により、急遽開催形式を変更または中止させていただく場合がご
ざいます。その場合は当会HP「いい医療ドットコム」にて適宜お知らせします。予めご承知おき願います。

※ 協会行事においては、その模様を写真撮影し、記事とともに機関紙に掲載することがありますので予めご了承ください。

9月18日　
～9月27日

９
月
１８
日
（
木
）

歯
科
保
険
診
療
対
策
部
会
１９

時
。

９
月
１９
日
（
金
）

経
営
研
究
会
１９
時
３０
分
。
横

須
賀
支
部
幹
事
会
・
研
究
会

１９
時
３０
分
。

９
月
２１
日
（
日
）

歯
科
新
規
指
定
医
講
習
会
９

時
３０
分
。

９
月
２２
日
（
月
）

政
策
部
会
１９
時
３０
分
。

９
月
２４
日
（
水
）

文
化
部
会
１９
時
３０
分
。
税
対

経
営
部
会
２０
時
。

９
月
２５
日
（
木
）

医
療
事
務
講
習
会
１５
時
。
共

済
部
会
１７
時
。
月
例
研
究
会

１９
時
１５
分
。

９
月
２６
日
（
金
）

新
聞
編
集
会
議
１９
時
。
医
療

問
題
研
究
会
１９
時
３０
分
。

９
月
２７
日
（
土
）

写
真
教
室
１８
時
。

9月26日(金)午後7時30分～ 9月19日(金)午後7時30分～

医

療

問

題

研

究

会

　

２
０
２
６
年
度
診
療
報
酬
改
定
に
向
け
中
医
協
で
議
論

が
本
格
化
し
て
お
り
ま
す
が
、
物
価
高
・
人
件
費
上
昇
な

ど
の
影
響
で
、
日
本
の
病
院
の
約
７
割
、
特
に
自
治
体
病

院
は
８６
％
が
赤
字
と
な
る
危
機
的
状
況
に
あ
り
、
ま
た
厚

労
省
の
２４
年
度
の
推
計
値
で
は
診
療
所
の
経
常
利
益
率
の

最
頻
値
は
▲
３
・
０
～
▲
２
・
０
％
と
な
り
ま
す
。
診
療

報
酬
改
定
、
今
後
の
病
院
医
療
、
中
医
協
で
の
議
論
に
つ

い
て
触
れ
て
い
た
だ
く
予
定
と
な
り
ま
す
。
是
非
、
こ
の

機
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
診
療
報
酬
改
定
と

今
後
の
病
院
医
療
」

講
　
師
　
社
会
医
療
法
人
名
古
屋
記
念
財
団

理
事
長

太
田　

圭
洋
氏

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

お
申
込
み
　
政
策
部

経

営

研

究

会

　

中
小
規
模
法
人
に
お
け
る
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
措
置
の
義
務

化
か
ら
３
年
、
多
く
の
先
生
方
が
自
院
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対
策
を
講
じ
て
い
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
一
方

で
、
従
業
員
へ
の
指
導
に
「
ど
こ
か
ら
が
パ
ワ
ハ
ラ
に
な

る
か
分
か
ら
な
い
」
と
悩
ん
で
お
ら
れ
る
先
生
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
、
パ
ワ
ハ
ラ

と
指
導
の
違
い
を
お
さ
ら
い
し
、
前
向
き
な
〝
指
導
〟
に

繋
が
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
職
場
づ
く
り
の
ポ
イ
ン

ト
を
学
べ
る
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
パ
ワ
ハ
ラ
に
な
ら
な
い

職
場
づ
く
り
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
院
長
向
け
）
」

講
　
師
　
特
定
社
会
保
険
労
務
士

盛
田　

寛
昭
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

お
申
込
み
　
税
対
経
営
部

10月2日(木)午後7時～ 9月27日(土)午後6時～

歯

科

臨

床

研

究

会

　

根
管
治
療
の
成
功
に
は
基
本
を
徹
底
す
る
こ
と
が
不
可

欠
で
す
。
本
講
演
で
は
、
治
る
エ
ン
ド
の
基
礎
知
識
と
手

技
を
再
確
認
し
、
診
断
か
ら
治
療
計
画
、
基
本
操
作
の
ポ

イ
ン
ト
ま
で
を
詳
述
し
ま
す
。
加
え
て
、
マ
イ
ク
ロ
ス
コ

ー
プ
とN

i-T
i

フ
ァ
イ
ル
を
活
用
し
、
基
本
を
崩
さ
ず
に

診
断
力
と
臨
床
技
術
を
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
す
る
方
法
を
動

画
を
交
え
な
が
ら
実
践
的
に
解
説
し
ま
す
。
初
心
者
か
ら

中
堅
ま
で
幅
広
く
役
立
つ
内
容
に
仕
上
げ
ま
し
た
。
先
生

方
の
明
日
か
ら
の
臨
床
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室

テ
ー
マ
　「
治
る
エ
ン
ド
の
基
本
事

項
☆
そ
し
て
マ
イ
ク
ロ

とN
i-Ti

で
診
断
力
と

臨
床
技
術
を
ア
ッ
プ

グ
レ
ー
ド
」

講
　
師
　
鎌
倉
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

　
　
　
　
神
奈
川
歯
科
大
学
臨
床
教
授

三
橋　

晃
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

定
　
員
　
１
２
０
名
（
１
医
療
機
関
２
名
ま
で
）

※
本
研
究
会
は
会
場
限
定
開
催
で
す
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
配
信
お
よ

び
後
日
動
画
配
信
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

お
申
込
み
　
歯
科
研
究
部

写
真
教
室
（
旧
・
写
真
合
評
会
）

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室

講
　
師
　
日
本
写
真
家
協
会
会
員

　
　
　
　
二
科
会
写
真
部
会
員

榊
原　

俊
寿
氏

参
加
費
　
５
０
０
円
（
当
日
支
払
）

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

定
　
員
　
１０
名
程
度

※
持
参
作
品
は
一
人
１０
点
ま
で
。
白
黒
・
カ
ラ
ー
、
サ
イ

ズ
不
問
で
、
紙
焼
き
作
品
ま
た
は
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
場
合
は
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
な
ど
で
お

持
ち
込
み
く
だ
さ
い
。

お
申
込
み
　
文
化
部

研
究
会
参
加
費
に
つ
い
て

　
特
に
記
載
の
な
い
研
究
会
、
講
習
会
の
参
加
費
は
無
料
で
す
。
参
加
費
を

い
た
だ
く
研
究
会
は
、
電
話
で
お
申
込
み
の
上
、
郵
便
口
座
に
参
加
費
を
お

振
込
み
く
だ
さ
い
。
尚
、
通
信
欄
に
①
研
究
会
名
、
②
医
療
機
関
の
ご
連
絡

先
を
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

郵
便
口
座
名

神
奈
川
県
保
険
医
協
会
　
口
座
番
号

０
０
２
６
０
‐
２
‐
２
２
２
０

◆
協
会
へ
お
越
し
の
皆
様
へ
（
お
願
い
）

　
協
会
に
駐
車
場
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ご
自
身
で
駐
車
場
を
確
保
い
た
だ
く

か
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
㈱
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
登
録
商
標
で
す
。

10月10日(金)午後7時～
初
診
料
（
歯
初
診
）、
歯
科
外
来
診
療
医
療
安
全

対
策
加
算
（
外
安
全
１
）、
歯
科
外
来
診
療
感
染

対
策
加
算（
外
感
染
１
・
２
）の
施
設
基
準
研
修
会

歯
科
医
療
安
全
対
策
講
習
会

と
こ
ろ
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ラ
イ
ブ
配
信

テ
ー
マ
　「
偶
発
症
に
対
す
る
緊
急
時
の

対
応
、
医
療
事
故
、
院
内
感
染

防
止
対
策
、
感
染
経
路
別

予
防
策
及
び
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
感
染
症
等
に
対
す
る

対
策
・
発
生
動
向
等
」

講
　
師
　
東
京
医
科
歯
科
大
学
（
現

東
京
科
学
大
学
）

　
　
　
　
名
誉
教
授

深
山　

治
久
氏

参
加
対
象

歯
科
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
も
し
く
は

協
会
Ｈ
Ｐ
よ
り
お
申
込
み

①
同
じ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
で
登
録
で

き
る
の
は
１
名
様
ま
で
で
す
。
同

じ
医
療
機
関
か
ら
複
数
名
で
お
申

込
み
さ
れ
る
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
ア
ド
レ
ス
で
ご
登

録
く
だ
さ
い
。

②
ご
参
加
の
際
は
、
必
ず
ご
自
身
の
お
名
前
で
ご
登
録
さ

れ
た
登
録
確
認
メ
ー
ル
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
よ
り
ご
参
加
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。ご
登
録
氏
名
と
別
の
方
で
の
ご
参
加
、

同
じ
Ｕ
Ｒ
Ｌ
で
複
数
名
の
ご
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

③
本
研
究
会
は
、
保
険
医
協
会
の
会
員
（
会
員
医
療
機
関

ス
タ
ッ
フ
様
、
会
員
ご
家
族
様
も
含
む
）
の
み
が
ご
参

加
い
た
だ
け
ま
す
。

④
研
究
会
終
了
後
、
確
認
テ
ス
ト
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

確
認
テ
ス
ト
を
受
講
し
、
か
つ
講
演
を
最
初
か
ら
最
後

ま
で
ご
受
講
さ
れ
た
歯
科
医
師
の
方
（
※
会
員
本
人
に

限
り
ま
す
。
会
員
本
人
で
は
な
い
勤
務
医
の
先
生
等
に

は
発
行
で
き
な
い
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
ご
容
赦
く
だ
さ

い
）
に
修
了
証
を
発
行
い
た
し
ま
す
。
修
了
証
は
お
申

込
み
時
に
ご
登
録
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ

イ
ル
で
お
送
り
す
る
予
定
で
す
。

⑤
講
演
の
途
中
参
加
、
途
中
退
出
、
確
認
テ
ス
ト
未
回
答

の
場
合
は
、
修
了
証
は
発
行
い
た
し
か
ね
ま
す
。
接
続

ト
ラ
ブ
ル
等
の
場
合
で
あ
っ
て
も
ご
対
応
い
た
し
か
ね

ま
す
。
必
ず
ご
自
身
で
接
続
環
境
な
ど
事
前
に
ご
確
認

の
上
、
ご
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
医
療
法
で
定
め
ら
れ
た
医
院
ス
タ
ッ
フ
に
対
す
る
医
療

安
全
管
理
研
修（
年
に
２
回
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）

に
も
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

お
申
込
み
　
歯
科
研
究
部
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